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・ ４月30日に発表された１～３月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率の速報値は前期比＋0.3％、同

年率＋1.3％と３四半期振りにプラス成長を記録した。昨年10～12月期が改定前：同横這い→改

定後：同▲0.1％に下方修正されたことで、2023年後半のユーロ圏がテクニカル・リセッション

（２四半期連続のマイナス成長）に陥っていたことが確認。１～３月期は大きくリバウンドし、

ＰＭＩなどの月次指標が既に示唆していた通り、景気の底入れを確認する内容。 

・ 需要項目別の内訳は速報段階では公表されないが、既報の国別計数からは、金利上昇などが響い

て投資活動の手控えが続くなか、インフレ率の鈍化と賃上げ加速による実質購買力の回復を反映

した個人消費の拡大、海外景気の回復に助けられた外需が景気回復を牽引した模様。 

・ 国別にはユーロ圏を構成する全20ヵ国がプラス成長を記録。建設投資と輸出に牽引されたドイツ

（前期：同▲0.5％→今期：同＋0.2％）が前期のマイナス成長から大きくリバウンド。個人消費

や設備投資が牽引したフランス（同＋0.1％→同＋0.2％）、主要需要項目が揃って成長を後押し

したイタリア（同＋0.1％→同＋0.3％）が緩やかな成長を持続。個人消費、設備投資、外需が牽

引したスペイン（同＋0.7％→同＋0.7％）が力強い成長を続けている。 

・ １～３月期の予想を上回る回復により、2024年の成長率の着地点が上振れする可能性が高まった。

４～６月期以降の成長率が同横這いで推移すれば、ユーロ圏の年間の成長率は＋0.3％。残り３

四半期の平均が同＋0.1％を上回れば、コンセンサス予想（＋0.5％）に到達する。 

 

 

■ユーロ圏主要国の実質ＧＤＰ成長率（前期比） ■ユーロ圏の企業景況感（ＰＭＩ）の推移

出所：Eurostat 出所：S&P Global
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

22/4-6月期 8.1 3.3 (2.7) 3.1 ▲ 0.5 2.1 (0.7) 0.6 8.1 7.6
22/7-9月期 6.0 1.9 (3.8) 5.1 ▲ 0.5 5.0 (0.2) ▲ 1.9 5.3 10.0

22/10-12月期 8.3 ▲ 0.0 (▲ 1.8) ▲ 3.1 2.7 ▲ 0.1 (▲ 0.7) 1.8 ▲ 0.7 ▲ 4.3
23/1-3月期 9.0 0.2 (▲ 2.0) 0.5 ▲ 1.2 1.2 (▲ 2.2) 2.1 ▲ 1.9 ▲ 6.3
23/4-6月期 4.6 0.6 (2.8) 0.3 1.3 0.8 (2.2) ▲ 2.2 ▲ 4.4 ▲ 0.2
23/7-9月期 2.5 ▲ 0.2 (▲ 0.4) 1.3 2.6 0.0 (▲ 1.6) 0.1 ▲ 4.9 ▲ 5.6

23/10-12月期 5.5 ▲ 0.2 (1.0) 0.2 2.1 4.0 (▲ 0.4) ▲ 1.2 0.0 2.6
24/1-3月期 - 1.3 - - - - - - - -

出所：Eurostat
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